










研究目的 

 胎児は主訴を持たない医療対象であり,スクリーニングシステムの確立なくして胎児管

理は行い得ない。生涯を通じて最大の発育率を有する胎児期に於いては,順調な発育は胎児

の健やかなことを示し,発育の遅れは胎児や母体に何らかの異常が起きていることを示唆

する。本研究の目的は子宮内胎児発育遅延(IUGR)の診断基準,および,その運用システムの

確立とした。 


